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　　萩原　一平氏
　最近、「人工知能（ＡＩ）」とい
うキーワードが新聞紙面をにぎわし
ている。連載を通じて、ＡＩがどの
ようなもので、どう使われているの
か、さらにはＡＩで生活がどう変わ
っていくのかを述べる。
　ＡＩ（Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ）
という言葉は、 年にダートマス
会議という場で提唱された。同会議
で 人の科学者がＡＩについてブレ
ーンストーミングしたという。世界
初の汎用電子式計算機が開発されて
からわずか 年後の出来事である。

　ＡＩとは推論や言語処理といった
人間の思考の働きを情報処理の観点
からモデル化し、再現しようとする
技術である。表で示したようにレベ
ルは様々。自動的に部屋を清掃する
お掃除ロボット、囲碁や将棋などで
プロに勝つソフトウエア。すべての

モノがインターネットにつながるＩ
ｏＴ時代を迎え、ＡＩは生活やビジ
ネスに浸透しはじめた。
　ＡＩを活用することで仕事はより
効率的に、より正確に、そして楽に
なると期待される。膨大な情報から
本当に欲しい情報を抽出したり、手
が回らなかったりする仕事をＡＩが
こなすことが増える。ＡＩの活用で
ビジネスは大きく変化するだろう。

　ＡＩが進化すると、人間から仕事
を奪うのではないかと心配する人た
ちもいる。過去を振り返ると、科学
技術の進化によってなくなったり、
縮小したりした仕事は多い。進化が
そのようなものだとすれば、進化の
波に乗り遅れないようＡＩを理解
し、使いこなすことが求められる。
　技術研究のスピードを鑑みると、
今後 年間に起きるＡＩの進化は私
たちの予測を超える可能性が高い。
脳科学との融合も進み、この１～２
年で飛躍的に研究開発が進むと予測
している研究者もいるくらいだ。
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　はぎわら・いっぺい　
脳科学、人工知能、デー
タサイエンスなど、デジ
タルテクノロジーとコグ
ニティブサイエンスを融
合した科学技術の産業応
用に取り組む。


